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亭まと
万葉が理

垣
は
な
す
　
人
は
言
へ
ど
も

南
唐
織
紐
解
き
蹄
け
し
君
に
あ
ら
な
く
に

（
柿
本
人
麻
呂
之
歌
集
　
巻
十
÷
二
四
〇
五
）

6
6
8
年
9
月
1
3
日
、

朝
鮮
半
島
北
部
に
あ
っ
た

高
句
麗
が
唐
と
新
羅
の
連

合
軍
に
滅
ぼ
さ
れ
ま
し

た
。
百
済
も
6
6
3
年
に

制
圧
さ
れ
て
い
た
た
め
、

百
済
、
高
句
麗
、
新
羅
の

三
国
時
代
は
終
わ
り
新

羅
が
朝
鮮
半
島
を
統
一
し

ま
し
た
。『
万
葉
集
』
に
も
三
国

の
名
が
詠
み
込
ま
れ
た
歌

が
存
在
し
ま
す
。
百
済
、

新
羅
は
そ
の
ま
ま
で
す

が
、
高
句
麗
は
「
高
麗
」

と
あ
り
ま
す
。
別
名
は

霜
（
狛
）
」
で
、
い
ず

れ
も
コ
マ
と
訓
読
し
ま

）
′
貢
ノ
ら
い

す
。
現
代
で
は
高
麗
（
9

1
8
～
1
3
9
2
年
）
と

区
別
し
て
「
高
句
麗
」
と

記
す
の
が
一
般
的
で
す

が
、
埼
玉
県
に
は
高
句
麗

ゆ
か
り
の
地
名
「
高
麗
」

も
残
り
ま
す
。

こ
の
歌
で
は
高
句
麗
製

の
錦
織
で
あ
る
「
高
麗
錦
」

が
詠
ま
れ
て
お
り
、
ほ
か

の
歌
に
も
あ
る
こ
と
か
ら

（
巻
十
・
二
〇
九
〇
、
巻

十
二
二
三
重
ハ
な
ど
）
、

高
級
な
織
物
の
代
名
詞
に

な
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。
「
高
麗
錦
」

は
、
そ
う
し
た
高
級
品
を

身
に
蓄
財
て
い
る
人
物
を

想
起
さ
せ
る
役
割
を
担
っ

て
い
た
と
い
え
ま
す
。
「
高

麗
剣
」
が
枕
詞
と
し
て
用

い
ら
れ
た
例
も
あ
り
、
（
巻

二
・
一
九
九
、
巻
十
二
・

二
九
八
三
）
、
高
句
麗
製

の
品
は
古
代
日
本
で
珍
重

さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
ま

す。
紐
を
解
く
宅
は
、
男
女

が
其
霞
を
す
る
こ
と
を
暗

示
し
た
表
現
で
す
。
古
代

日
本
は
一
夫
多
妻
制
で

別
居
婿
が
一
般
的
で
あ

っ
た
と
い
わ
れ
、
男
性
は

憲
中
の
女
性
の
も
と
に

夜
ご
と
通
う
の
が
な
ら

わ
し
で
し
た
。
た
だ
し
、

恋
愛
関
係
に
あ
る
こ
と

を
他
人
に
知
ら
せ
る
よ
う

な
行
為
は
マ
ナ
ー
違
反
で

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
の

歌
で
も
、
「
紐
解
き
関
空

た
関
係
で
は
な
い
の
に

噂
だ
け
が
ひ
と
り
歩
き

し
て
い
る
状
況
を
嘆
い
て

い
ま
す
。
噂
だ
け
で
な
く

実
際
に
結
ば
れ
た
い
、
と

求
愛
し
た
歌
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。
巻
十
一
と
巻
十
二
は

「
古
今
相
聞
往
来
歌
」
を

集
め
た
上
下
巻
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
相
聞
歌
と
は

互
い
の
消
息
を
聞
く
歌
の

意
味
で
す
が
、
実
質
は
恋

歌
を
指
し
ま
し
た
。

（
県
立
万
葉
文
化
館
企
画

・
研
究
係
長
・
井
上
さ
や

か）

【
訳
】
垣
根
の
よ
う
に
人
々
は
ま
わ
り
で
う
わ
さ
す
る
が
、

高
麗
錦
の
紐
を
解
き
あ
け
て
寝
た
君
で
も
な
い
の
に
。
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やまと

万葉がたIj

大
君
の
　
墳
ひ
た
ま
ふ
と

山
守
す
ゑ
　
守
る
と
い
ぶ
山
に

入
ら
ず
は
止
ま
じ

笠
金
村
之
歌
集
（
巻
六
・
九
五
〇
）

こ
の
歌
は
、
題
詞
に
よ

る
と
、
7
2
8
（
攫

年
に
塑
武
夫
墓
が
難
波
富

へ
行
零
し
た
際
に
作
ら
れ

た
4
首
の
歌
の
う
ち
の
1

首
で
す
。
左
注
に
「
笠
朝
臣

金
村
の
歌
の
中
に
出
で
た

り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
笠

金
村
の
歌
集
よ
り
引
用
し

た
歌
で
あ
る
こ
と
が
知
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
左
注
に
は

続
け
て
「
或
い
は
云
く
、

革
持
朝
匿
千
年
の
作
と

い
へ
り
」
と
あ
り
、
車
持
千

年
を
作
者
と
す
る
説
が
あ

っ
た
こ
と
も
わ
か
り
ま

す
。
金
村
と
千
年
は
共
に

奈
良
時
岱
剛
期
に
活
動
し

た
歌
人
で
申
請
者
は
元

正
夫
墓
の
芳
野
行
幸
や
聖

武
天
皇
の
難
波
宮
行
幸
な

ど
に
従
い
、
彼
ら
が
行
幸

先
で
作
っ
た
歌
は
『
万
葉

集
』
に
複
数
収
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
歌
の
内
容
は
、
大
君
（
天

皇
）
が
番
人
に
見
張
ら
せ

て
い
る
山
を
女
性
に
誓

え
、
大
君
の
厳
し
い
監
視

の
下
に
あ
る
女
官
の
所
へ

行
っ
て
自
ら
の
思
い
を
遂

げ
ず
に
は
お
ら
れ
な
い
、

と
い
う
男
性
の
恋
心
を
歌

っ
た
も
の
で
す
。
こ
の
歌

に
続
く
3
首
の
歌
も
同
様

に
男
女
の
恋
を
主
題
と
し

て
お
り
、
い
ず
れ
も
天
皇

が
臨
席
す
る
宴
席
で
技
露

さ
れ
た
座
興
の
歌
と
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
題
詞
が
話

す
神
亀
5
年
の
難
波
雷
行

幸
は
、
他
の
史
料
で
は
実

施
が
確
認
で
き
ま
せ
ん
。

『
続
日
本
縄
』
に
は
聖
武
天

皇
の
行
幸
が
詳
し
く
記
録

さ
れ
て
お
り
、
難
波
宮
行

幸
が
複
数
回
行
わ
れ
た
こ

と
も
知
ら
れ
ま
す
が
、
神

亀
年
間
に
は
神
亀
元
年
、

岡
2
年
、
同
3
年
の
3
度

の
み
で
、
神
亀
5
年
に
は

行
幸
が
行
わ
れ
た
記
録
そ

の
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
も
、
こ
の
年
は
塑
武

天
皇
に
と
っ
て
大
変
多
忙

な
年
で
し
た
。
正
月
か
ら

6
月
ま
で
は
潮
海
国
か
ら

の
外
交
使
節
が
平
城
宮
に

滞
在
し
て
お
り
、
使
節
を

接
遇
す
る
儀
式
や
宴
会
な

ど
が
催
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
潮
海
優
が

帰
国
し
た
後
の
9
月
に

は
、
前
年
に
光
明
子
と
の

闇
に
誕
生
し
て
い
た
皇
太

子
が
幼
く
し
て
亡
く
な
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
詰
ま

っ
た
日
程
の
中
で
同
年
内

に
難
波
宮
へ
の
行
幸
が
行

わ
れ
た
と
は
考
え
に
く

く
、
こ
の
歌
は
他
の
機
会

に
作
ら
れ
た
歌
と
見
る
の

が
妥
当
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
（
県
立
万
葉
文
化
館
主

任
研
究
員
・
竹
内
亮
）

【
訳
】
大
君
が
境
を
定
め
ら
れ
て
山
の
番
人
を
置
い
て
守
る

と
い
う
山
に
、
私
は
入
ら
ず
に
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
。


